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１．はじめに
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２．基礎情報
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◆本事業推進の背景

◆現状の課題

３．「社協総合相談支援体制強化推進事業」の推進について
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「困ったことがあれば社協へ」という総合相談支援機能の確立

◆具体的な取り組み方針

◆本事業のねらい
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◆総合相談のイメージ
（1）江田島市社協総合相談体制の全体イメージ

（2）階層別ケース会議の構造イメージ

「困ったことがあれば社協へ」という総合相談支援機能の確立

◆具体的な取り組み方針

◆本事業のねらい
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４．相談件数　相談経路　相談内容データ考察
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【事例１：ある日突然、独りで生活することになった障害のある方への支援】

５．相総合相談支援の取り組み事例

③本人及び関係者の意向

②支援のきっかけ

①対象者概要
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④支援の流れ
【ケース会議から支援方針の決定】

【2回の緊急搬送が失敗】

【入院からグループホームの入所へ】
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⑥まとめ⑥まとめ

⑤ソーシャルネットワーク分析
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【事例２：プレハブ小屋で生活している独居高齢者への支援】

①対象者概要
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【事例２：プレハブ小屋で生活している独居高齢者への支援】

④支援の流れ

③本人及び関係者の意向

②支援のきっかけ

【支援方針の決定から情報収集】

【支援ネットワークの形成】
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【支援活動が開始】

【目標のお盆を過ぎるも・・・】

【ボランティアに協力してもらって環境整備】
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【その後・・・】
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⑥まとめ

⑤ソーシャルネットワーク分析
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【事例３：多額の負債を抱え、生活に困窮している独居高齢者への支援】

②支援のきっかけ

①対象者概要
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③本人及び関係者の意向

④支援の流れ
【行き詰る生活からの脱却を目指して】

【まずは家の片付けからスタート】
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【新たな生活課題の把握】
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【様々な繋がりを構築】
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【急変する本人の状態】

【薄れる地域との繋がり】

【その後】
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⑥まとめ

⑤ソーシャルネットワーク分析（急変後）

⑤ソーシャルネットワーク分析（急変前）
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【事例４：ごみ屋敷で暮らす身寄りのない独居高齢者への支援】

②支援のきっかけ

①対象者概要
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【事例４：ごみ屋敷で暮らす身寄りのない独居高齢者への支援】

③本人及び関係者の意向

④支援の流れ
【まずは関係者への聞き込み】
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【自宅の清掃から新たな生活課題の把握】
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【支援体制の構築～サービスの受入】
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⑥まとめ

⑤ソーシャルネットワーク分析
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【事例５：複合的課題が要因で地域から孤立している方への支援】

②支援のきっかけ

①対象者概要
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【事例５：複合的課題が要因で地域から孤立している方への支援】
③本人及び関係者の意向

④支援の流れ

【まだまだ出てくる新たな課題】

【自宅の掃除からスタート】
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【サービス利用の準備が進む】

【ケース会議を開催し、支援の方向性を確認】

【1回目の地域ケア会議を開催】
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【本格的な支援ネットワークがスタート】

【やはり金銭管理に不安が・・・】

【2回目の地域ケア会議を開催～広がるネットワーク】

－ 33 －



－ 34 －



⑥まとめ

⑤ソーシャルネットワーク分析
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６．まとめ
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